
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日
提
出

質

問

第

一

六

七

号

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
で
日
米
両
政
府
が
実
質
的
に
合
意
し
た
と
す
る
読
売
新
聞
報
道
に
関
す
る
再
質
問
主

意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
で
日
米
両
政
府
が
実
質
的
に
合
意
し
た
と
す
る
読
売
新
聞
報
道
に
関
す
る
再
質
問
主

意
書

本
年
五
月
十
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
五
五
号
）
で
は
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
協
定
に
関
し
て
、
お
尋
ね
の
『
我
が
国
政
府
と
米
国
政
府
の
中
で
合
意
が
な
さ

れ
た
』
と
い
う
事
実
は
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

他
国
政
府
と
の
交
渉
に
お
け
る
「
合
意
」
の
定
義
如
何
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
に
は
「
お
尋
ね
の
『
我
が
国
政
府
と
米
国
政
府
の
中
で
合
意
が
な
さ
れ
た
』
と
い
う
事
実
は
な
い
」
と

あ
る
。
で
は
、
日
米
政
府
間
に
お
い
て
、
豚
肉
や
牛
肉
等
の
個
別
品
目
の
関
税
の
あ
り
方
等
に
つ
き
、
両
国
政
府
の
然
る
べ

き
立
場
に
あ
る
者
に
よ
る
調
印
等
の
儀
式
を
経
た
合
意
は
な
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
何
ら
か
の
了
解

が
相
互
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

三

甘
利
明
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担
当
大
臣
は
報
道
機
関
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
八
合
目
ま
で
来
て
い
る
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
と
承
知

す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

四

三
の
甘
利
大
臣
の
発
言
の
真
意
如
何
。
八
合
目
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
米
両
政
府
間
で
合

一



意
に
至
る
前
の
何
ら
か
の
了
解
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

五

本
年
五
月
三
日
付
読
売
新
聞
一
面
に
「
日
米
Ｔ
Ｐ
Ｐ

豚
肉
関
税
『
五
十
円
』
に

現
行
四
百
八
十
二
円

差
額
制
は
維

持

牛
肉
は
『
九
％
』
」
と
の
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
四
月
二
十
六
日
付
読
売
新
聞
に
も
、
「
日

米
Ｔ
Ｐ
Ｐ
実
質
合
意

重
要
課
題
に
道
筋

共
同
声
明
を
表
明
」
と
の
見
出
し
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
「
前
回
答
弁

書
」
の
答
弁
を
そ
の
ま
ま
読
む
の
な
ら
、
右
の
記
事
は
誤
報
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
政
府
は
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

六

五
の
読
売
記
事
に
は
、
豚
肉
に
関
し
、
差
額
関
税
制
度
を
維
持
す
る
一
方
で
、
一
㎏
あ
た
り
四
百
八
十
二
円
の
現
行
の
関

税
を
十
五
年
程
度
か
け
て
五
十
円
へ
と
引
き
下
げ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
牛
肉
に
関
し
て
は
、
三
十
八
�
五
％
の
現
行
の

関
税
を
十
年
程
度
か
け
て
九
％
に
引
き
下
げ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
コ
メ
や
麦
、
甘
味
作
物
の
関
税
率
は
原
則
維
持
し
、
乳
製

品
に
つ
い
て
は
米
国
産
乳
製
品
を
低
関
税
で
輸
入
す
る
特
別
枠
を
新
た
に
設
定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
自
動
車
に
関

し
て
は
、
米
国
が
我
が
国
に
課
し
て
い
る
二
�
五
％
の
関
税
率
を
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
設
定
さ
れ
る
も
っ
と
も
長
い
期
間
」

で
撤
廃
す
る
と
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
内
容
で
、
日
米
の
間
で
合
意
に
至
る
前
の
何
ら
か
の
了

解
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二



七

本
年
五
月
二
十
日
付
読
売
新
聞
に
は
、
「
政
府
は
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
交
渉
妥
結
に
備
え
豚
肉
の

関
税
収
入
を
養
豚
業
界
向
け
の
補
助
金
に
充
て
る
検
討
に
入
っ
た
。
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
豚

肉
の
関
税
収
入
を
養
豚
業
界
向
け
の
補
助
金
に
充
て
る
検
討
に
入
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

八

七
の
読
売
記
事
は
誤
報
で
あ
る
か
。

九

「
読
売
新
聞
」
が
報
道
し
て
い
る
実
質
合
意
の
内
容
の
下
、
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、
我
が
国
の
第
一
次
産

業
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
は
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
双
方
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
、
ま

た
そ
れ
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
我
が
国
の
マ
ク
ロ
経
済
に
も
た
ら
す
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
問
う
て
も
、
「
前

回
答
弁
書
」
で
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
る
我
が
国
の
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
及
び
マ
ク
ロ
経
済
に

も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

政
府
と
し
て
、
「
読
売
記
事
」
が
報
じ
た
実
質
合
意
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
国
益
の
観
点
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
我

が
国
の
各
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
そ
れ
な
り
の
裏
付
け
を
持
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
は
ず
で
は
な
い

の
か
。
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
交
渉
に
お
い
て
様
々
な
駆
け
引
き
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
よ
る
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
に
、
政
府
は
ど
の
様
な
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
考
え
て
い
る

三



か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


